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越谷市社会福祉協議会は、「みんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざして」をスローガンとし、より一層、事業を推進してまいります。
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14
日
に
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が
開
催
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薦
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。
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。
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催
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の
推
薦
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よ
り
、
次
の
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さ
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ま
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
地
域
福
祉
を
進
め

る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
財
源
で
あ
る
会
員
会
費
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
等
へ
の
ご
協
力
に
、

重
ね
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
６
月
に
会
長
に
就
任
し
て

約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
就
任
以

来
、
地
域
の
現
場
を
拝
見
し
、
多

く
の
皆
様
の
声
に
直
接
耳
を
傾
け

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
支
え
合
い

の
力
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
８
年
を

迎
え
、
物
価
高
や
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
の
進
行
、
孤
独
・
孤
立
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
複
合
的
課
題
、
そ
し
て
全
国
各

地
で
相
次
ぐ
自
然
災
害
へ
の
備
え

な
ど
、
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
来
の
各
被
災
地
支
援

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
募

金
な
ど
、
多
方
面
か
ら
温
か
い
ご

支
援
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
中
核
的
組
織
と
し
て
、
地
域
の

皆
様
、
関
係
団
体
、
行
政
と
連

携
・
協
働
し
、
「
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
自
身
、
就
任
一
年
目
の
初
心
を

忘
れ
ず
、
現
場
主
義
を
徹
底
し
、

地
域
の
声
を
力
に
か
え
て
、
実
効

性
あ
る
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 
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な
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成
年
後
見
制
度
の
詳
細
や
手
続
き

方
法
に
つ
い
て
は
、
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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11
月
27
日
（
木
）
に
開
催
し
た
「
障

が
い
の
あ
る
子
の
親
な
き
あ
と
の
こ

と
セ
ミ
ナ
ー
」
の
様
子
を
動
画
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　
視
聴
は
１
月
８
日
か
ら
３
月
１
日

ま
で
可
能
で
す
。
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　【
通
常
の
相
談
時
間
】

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

※

来
所
で
の
相
談
は
、
事
前
に
ご
連

　
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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累計1,866,205,109円
現在、20億円を目標に、積み立てを進めています
（令和７年11月30日現在）順不同・敬称略

令和７年10・11月分

株式会社金宝堂
宍戸靖弘
越谷市消防署大袋分署募金箱
植竹安維（10月分）
文教大学ローターアクトクラブ
田井玲子
植竹安維（１１月分）
越谷市民まつり実行委員会

35,299円
20,000円
4,233円
10,000円
101,325円
100,000円
10,000円
50,000円

-------------------------   
----------------------------------   

-------- 
---------------------   

----     
--------------------------------     

--------------------   
---------   

合　計　　　330,857円
マフラーなど坂本昭子 -------------物品寄付
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あ
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　越谷市では、高齢者の方が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、「生活支援体
制整備事業」を実施し、その一環として、「地域支え合い会議」が開催され、日常の
ちょっとした困りごとについて話し合っています。
　そんな地域支え合い会議の取組みを地区ごとにご紹介します！

地域支え合い会議レポート地域支え合い会議レポートVol.4 桜井地区

地域福祉課地域福祉担当問合せ ☎ （９６６）３４１１
事業の詳細、

各地区のニュースレターは
右記二次元コードから。

会場

老人福祉
センター
くすのき荘

老人福祉
センター
ゆりのき荘

１月１５日㈭

２月１９日㈭

講座
11:00
〜
11:30

相談会
11:30
〜
12:00

（先着4組）

10人

日程 時間 定員

　桜井地区では「身近な場所の居場所づくり」をテーマに地域支え合い会議を開催しています。
これまで、団地内の集会所、高齢者施設、自治会館を会場に、居場所づくりイベント『笑顔のつど
い』を開催してきました。イベントの開催にあたり、「活動の継続性」
をポイントにしながら、運営スタッフも無理なくできる居場所づくり
を目指しています。
　また、住民相互の支え合い活動団体『桜井笑顔の会』も活動して
おり、住民のちょっとした困りごとに応え、地域を支える大切な力に
なっています。

いきいき館いきいき館 来館者来館者

500万人500万人達成！達成！
　いきいき館の来館者が５００万人を達成しました。
　達成を記念して、１２月１７日に記念式典が開催されま
した。
　５００万人目の来館者は、増林地区在住の永盛忠男さん
でした。式典では、市長から記念証書、教育長から記念品、
当協議会常務理事から花束が贈呈されました。

ながもり ただお


